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24　福島啓太郎：小児造血器腫瘍患者の真菌感染症予防戦略.第13回キャンディン研究会　東

京　2015,3.
25　吉原重美，阿久津悟，大森和枝，福田啓伸，有阪治：栃木県における学校の食物アレル
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32　有阪治：新専門医制度シンポジウム−基幹施設（プログラム）審査の経過報告と専門医資

格更新について−中央資格認定委員会より.第118回日本小児科学会　大阪　2015,4.
33　小山さとみ，吉田彩子，志村直人，有阪治：幼児肥満の長期経過，とくに肥満の解消率に
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勉，中西敏雄：小児期発症肺高血圧症の予後とその規定因子.第51回日本小児循環器学会 
東京　2015,7.

71　西村智美，豊原啓子，宮本健志，島田衣里子，清水美妃子，竹内大二，石井徹子，稲井慶，
篠原徳子，富松宏文，中西敏雄：先天性心疾患の心不全症例に対する pacing study の有
用性.第51回日本小児循環器学会　東京　2015,7.
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80　吉原重美：ウイルス感染と気管支喘息の最近の話題：「呼吸器感染症 最近の話題」.第33
回呼吸器・免疫シンポジウム　東京　2015,9.

81　有阪治：乳幼児肥満の経過と対応−コホート調査結果から.第36回日本肥満学会　名古屋 
2015,10.

82　吉原重美：小児気管支喘息治療における最新の知見～抗 IgE 抗体の使い方～.山梨県小
児科医会学術講演会　甲府　2015,10.

83　吉原重美：栃木市の学校給食における食物アレルギー対応について.下都賀郡市医師会学
術講演会　栃木　2015,10.

84　福島啓太郎，黒澤秀光，奥谷真由子，佐藤雄也，有阪治：閉鎖式輸液回路導入後にみられ
た中心静脈カテーテル関連真菌感染症の増加.第59回日本医真菌学会　札幌　2015,10.

85　吉原重美：小児気管支喘息治療における最新の知見～抗 IgE 抗体療法の位置づけ～.愛
媛小児喘息懇話会　松山　2015,10.

86　宮本健志，坪井龍生，石井純平，有賀信一郎，國分文香，平尾準一，黒澤秀光，有阪
治：当院における川崎病冠動脈瘤の臨床経過　第13回栃木川崎病研究会　宇都宮　2015, 
10.

87　福島啓太郎：小児における腫瘍崩壊症候群のマネジメント.第77回日本血液学会  金沢　
2015,10.

88　Shima H, Tanizawa A, Tono C, Watanabe A, Kurosawa H,  Ito M, Yuza Y, Muramatsu 
H, Goto H, Shimada H: Impact of TKI on gonadal function in CML-CP children; JPLSG 
CML-08.第 77 回日本血液学会　金沢　2015,10.

89　Sakaguchi H, Watanabe N, Matsumoto K, Yabe H, Kato S, Ogawa A, Goto H, Koh 
K, Inagakli J, Kato K, Kosaka Y, Cho Y, Kaneko T, Kurosawa H, Inoue M, Sawada 
A, Atsuta Y, Miyamura K: Comparison of alternative donors on hematopoietic cell 
transplantation for childhood acute leukemia.第77回日本血液学会　金沢　2015,10.

90　吉原重美：気道ウイルス感染による小児喘息の治療戦略.第10回 Tokyo Bronchial Asthm 
Babies and Yong Children Meeting　東京　2015,10.

91　西田光宏，坂井聡, 吉原重美：コントロール不良喘息に対して吸入ステロイド薬（ICS）
増量が有効でなかった喘息の３例.第48回日本小児呼吸器学会　倉敷　2015,10.

92　福田啓伸，吉原重美，宮本学，安藤裕輔，田村元子，阿部利夫，菅野訓子，前田貢
作，有阪治：手術不要であった左肺動脈起始異常に先天性気管狭窄を合併した ring-sling 
complex の10歳女児例の呼吸機能検査について.第48回日本小児呼吸器学会　倉敷　
2015,10.

93　吉原重美：小児の咳嗽診療ガイドラインの必要性について～長引く咳嗽の疫学・鑑別診断
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を中心に～.第48回日本小児呼吸器学会　倉敷　2015,10.
94　久松聖人，刈屋桂，栗林良多，渡部功之，坪井弥生，鈴村宏，今高城治，桑島成子，有阪

治：αジストログリカノパチー類似の臨床所見を呈したミトコンドリア DNA 枯渇症候群
の新生児例.第60回日本新生児成育医学会　盛岡　2015,10.

95　渡部功之，久松聖人，刈屋桂，栗林良多，坪井弥生，鈴村宏，有阪治：当院で出生した巨
大くも膜嚢胞の患児の発達と予後.第60回日本新生児成育医学会　盛岡　2015,10.

96　鈴村宏，有阪治：先天異常疾患長期フォローアップが新生児医療に与える影響.第60回日
本新生児成育医学会　盛岡　2015,10.

97　斎藤祥子，市川純子，久松聖人，栗林良多，渡部功之，坪井弥生，鈴村宏，有阪治：先天
性横隔膜ヘルニアに対するprostaglandin I2投与について.第60回日本新生児成育医学会 
盛岡　2015,10.

98　小山さとみ，西連地利巳，有阪治：早期 adiposity rebound は12歳時のレプチン高値と関
連する.第49回日本小児内分泌学会　東京　2015,10.

99　吉原重美：小児気管支喘息の治療戦略，IgE 抗体療法の位置づけ.北関東喘息　Conference 
2015　東京　2015,11.

100 吉原重美：長引く咳の治療～小児の咳嗽診療ガイドラインをふまえて～.Symposium for 
Pediatrics 2015　東京　2015,11.

101　福島啓太郎：小児血液・腫瘍性疾患における深在性真菌症の予防・治療戦略　−新規抗真
菌薬を含めた改訂ガイドライン−.第１回宮崎小児血液・がん学術講演会　宮崎　2015,11.

１０２　北林耐，渡辺一彦，三浦克志，吉原重美，渡邊美砂，亀田誠，高岡有理：魚アレルギー患
児におけるパルブアルブミンおよび魚ゼラチン特異的IgE抗体の検討.第52回日本小児ア
レルギー学会　奈良　2015,11.

103　西田光宏，坂井聡，吉原重美：特異的皮下免疫療法（subcutaneous allergen-specific 
immunotherapy: SCIT）が有効であった重症鼻炎（AR）合併喘息の３例.第52回日本小児
アレルギー学会　奈良　2015,11.

104　田村元子，吉原重美，福田啓伸，有阪治，池田政憲，福田典正，辻徹郎，長谷川俊史，菅
野訓子，寺岡通雄，脇口宏之，青木宣治，五十嵐浩，寺田明彦， 長谷川真成，萬木章：乳
幼児喘息に対するICS/LABA配合剤の有用性に関する多施設共同研究（第２報）.夜間睡
眠障害，喘息スコアー，QOL，安全性，第52回日本小児アレルギー学会　奈良　2015,11.

105　福田啓伸，吉原重美，田村元子，有阪治，池田政憲，福田典正，辻徹郎，長谷川俊史，菅
野訓子，寺岡通雄，脇口宏之，青木宣治，五十嵐浩，寺田明彦，長谷川真成，萬木章：乳
幼児喘息に対するICS/LABA配合剤の有用性に関する多施設共同研究（第１報）.喘息症
状，β刺激薬のレスキュー，予定外受診，ウイルス感染による増悪.第52回日本小児アレ
ルギー学会　奈良　2015,11.

106　福田典正，福田由紀美，吉原重美：食物アレルギー講習会参加前後の保育園職員，園長，
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学校教職員の意識変化の比較検討.第52回日本小児アレルギー学会　奈良　2015,11.
107　玉村尚子, 井上ひとみ, 吉原重美：乳幼児期の食物アレルギー児を持つ母親が食物経口負

荷試験後の除去食解除に抱く不安とその影響要因.第52回日本小児アレルギー学会　奈良 
2015,11.

108　吉原重美：小児気管支喘息の気道炎症の客観的評価　喀痰および FeNO 検査を中心に.　
第52回日本小児アレルギー学会　奈良　2015,11.

109　吉原重美：小児アレルギー疾患治療のトピックス.第18回茨城県西地区小児科勉強会　筑
西　2015,11.

110　吉原重美：小児気管支喘息の最新治療−特に重症喘息の治療戦略について−.栃木県小児
科医会学術講演会　宇都宮　2015,11.

111 Sato Y, Kurosawa H, Fukushima K, Okuya M, Arisaka O: B-cell precursor acute 
lymphoblastic leukemia with hyperdiploidy including a novel ETV6 rearrangement　第
57回日本小児血液・がん学会　甲府　2015,11.

112 Kurosawa H, Okuya M, Sato Y, Fukushima K, Kikuchi J, Furukawa Y, Inukai T, Inaba 
T, Arisaka O: PTHrP induced by E2A-HLF participates in anti-apoptotic function and 
hypercalcemia in t(17;19)+ ALL.第57回日本小児血液・がん学会　甲府　2015,11.

113　奥谷真由子，佐藤雄也，福島啓太郎，黒澤秀光，嶋岡弥生，出口隆生，清河信敬，有阪
治：骨髄検査で診断された芽球性形質細胞様樹状細胞腫瘍の１例.第57回日本小児血液・
がん学会　甲府　2015,11.

114　福島啓太郎：深在性真菌症 Up to Date ～最新の小児領域ガイドラインから～.第57回日
本小児血液・がん学会　甲府　2015,11.

115　広瀬衣子，犬飼岳史，渡邊敦，加賀美恵子，阿部正子，杣津晋平，合意久美子，清河信敬，
黒澤秀光，稲葉俊哉：Thomas Look，杉田完爾　17;19転座由来 E2A-HLF の標的遺伝子
である DPYSL3 のB前駆細胞型 ALL におけるステロイド耐性の関与.第57回日本小児血
液・がん学会　甲府　2015,11.

116　嶋田博之，黒澤秀光，渡辺輝浩，伊藤正樹，遠野千佳子，嶋晴子，湯坐有希，村松秀樹，
堀田紀子，岡田雅彦，谷澤昭彦：小児慢性骨髄性白血病（CML）に対する多施設共同観
察研究 CML-08：平成27年度予備解析.第57回日本小児血液・がん学会　甲府　2015,11.

117　湯坐有希，嶋田博之，黒澤秀光，渡辺輝浩，伊藤正樹，遠野千佳子，嶋晴子，村松秀樹，
堀田紀子，岡田雅彦，谷澤昭彦：JPLSG CML-08 予備解析報告2015：急性有害事象につ
いて.第57回日本小児血液・がん学会　甲府　2015,11.

118　嶋晴子，嶋田博之，黒澤秀光，渡辺輝浩，伊藤正樹，遠野千佳子，湯坐有希，村松秀樹，
堀田紀子，岡田雅彦，谷澤昭彦：小児慢性期 CML 患者における骨代謝とチロシンキナー
ゼ阻害剤による影響.第57回日本小児血液・がん学会学術集会　甲府　2015,11.

119　福島啓太郎：小児がん領域のおける RS ウイルス感染症とその対策.第57回日本小児血液 
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・がん学会　甲府　2015,11.
120　福島啓太郎，福田啓伸，有賀信一郎，藤澤正英，奥谷真由子，佐藤雄也，今留謙一，井上

雅美，黒澤秀光，有阪治：化学療法の経過中に中枢神経浸潤を起こした慢性活動性 EB ウ
イルス感染症.第57回日本小児血液・がん学会　甲府　2015,11.

121　宮本学，今高城治，市川剛，吉田彩子，奥谷真由子，永島隆秀，國分則人，志村直人，有
阪治：呼吸筋麻痺により気管切開を要した脱髄型 Guillain-Barre 症候群（GBS）の13歳男
子.第136回日本小児科学会栃木県地方会　下野　2015,11.　

122　加藤正也，小川美織，田村元子，渡部あずさ，福田啓伸，新田晃久，有阪治：夏休み中の
過度な運動により上腸間膜動脈（SMA）症候群をきたした14歳男子.第136回日本小児科
学会栃木県地方会　下野　2015,11.　

123　田中慎一朗，市川純子，齋藤祥子，安藤裕輔，久松聖人，栗林良多，渡部功之，坪井弥生，
鈴村宏，有阪治：健診未受診妊婦から出生し NICU に入院となった児についての検討.第
136回日本小児科学会栃木県地方会　下野　2015,11.

124　五島恵，市川剛， 宮本学，吉田彩子，奥谷真由子，志村直人，有阪治：薬物の多量摂取
を契機に愛着障害の診断に至った15歳男子.第136回日本小児科学会栃木県地方会　下野 
2015,11.

125　吉原重美：IgE をターゲットとした喘息治療の今後の展望.IgE 研究会　東京　2015,11.
126　宮本健志，石井純平，有賀信一郎，国分文香，有阪治：短時間作用型β1遮断薬が著効し

た心房粗動の乳児例.第20回日本小児心電学会　静岡　2015,11.
127　有阪治：新専門医制度（第５回）.小児科チェアマン会議　東京　2015,12.
128　有阪治：新専門医制度.平成27年度小児科学会関東地区代議員総会　東京　2015,12.
129　吉原重美：小児軽症～中等症喘息の長期管理.第２回総合アレルギー講習会， 日本アレル

ギー学会～Total Allergistをめざして～　横浜　2015,12.
130　福島啓太郎：小児における侵襲性真菌感染症の診断と治療.第23回食細胞機能異常症研究

会　東京　2015,12.
131　有阪治：新しい小児科専門医制度.拡大４者協地域総合小児医療連絡協議会　東京　2015, 

12.

【公開講座等】
１　吉原重美：学校給食における食物アレルギーの現状とその対応について.栃木東中学校研

修会　栃木　2015,1,8　
２　吉原重美：アレルギー疾患とその対応を学ぼう.子育て支援講座（乳幼児期の健康「アレ

ルギー」と「食育」草加市・獨協大学地域と子どもリーガルサービスセンター共催）　草
加　2015,1,17

３　吉原重美：学校における食物アレルギーの現状と緊急時の対応について.平成26年度古河
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市学校健康教育講演会　古河　2015,1,22
４　吉原重美：ママのミニ学習会「からだ編」～「子どもの病気」知ってて安心！　予防と対

応～.日光市子育て支援講座（日光市地域子育て支援センター主催）　日光　2015,2,13
５　吉原重美：食物アレルギーの基礎知識と緊急時の対応.公益財団法人とちぎ未来づくり財

団，平成26年度研修会　宇都宮　2015,3,5
６　吉原重美：ウイルス感染と小児気管支喘息～ RS ウイルス感染を中心に～.公益財団法人 

日本アレルギー協会研修会　東京　2015,3,6
７　吉原重美：食物アレルギーの対応について.平成27年度食物アレルギー対応研修会（日光

市立今市第３小学校）　日光　2015,4,1
８　吉原重美：食物アレルギーの対応について.平成27年度食物アレルギー対応研修会（日光

市立今市中学校）　日光　2015,4,1
９　吉原重美：食物アレルギーの対応について.平成27年度食物アレルギー対応研修会（日光

市立南原小学校）　日光　2015,4,8
10　吉原重美：食物アレルギーの基礎知識と緊急時の対応について.とちぎ食の安全ネット

ワーク研修会　宇都宮　2015,5,21
11　吉原重美：ママのミニ学習会「からだ編」～「子どもの病気」知ってて安心！　予防と対

応～.日光市子育て支援講座（日光市地域子育て支援センター主催）　日光　2015,6,3
12　吉原重美：学校における食物アレルギーの現状とその対応.平成26年度栃木市食物アレル

ギー研修会（栃木市教育委員会主催）　栃木　2015,6,11　
13　吉原重美：食物アレルギーの基礎知識.平成27年度食物アレルギー対応研修会（鹿沼市立

西小学校）　鹿沼　2015,7,2
14　吉原重美：学校における食物アレルギーとてんかんの緊急時対応.平成27年度学校緊急対

応研修会（日光市立今市小学校）　日光　2015,7,22　
15　吉原重美：学校における食物アレルギーの現状とその対応.平成27年度食物アレルギー対

応研修会（藤岡第一中学校, 栃木市教育委員会主催）　藤岡　2015,7,23
16　吉原重美：学校での食物アレルギーの現状と緊急時の対応について.平成27年度食物アレ

ルギー対応研修会（日光市役所, 日光市教育委員会主催）　日光　2015,8,5
17　吉原重美：保育園における食物アレルギーの基本的対応について.平成27年度壬生町保育

園食物アレルギー対応研修会（壬生町保育研究会）　壬生　2015,8,6
18　吉原重美：アレルギー疾患の基礎知識と緊急時の対応について.平成27年度第１回アレル

ギー疾患対応研修会（栃木県総合教育センター，栃木県教育委員会主催）　宇都宮　2015, 
8,24

19　吉原重美：食物アレルギーの基礎知識　最低限の除去食で食事を楽しもう！　第４回食物
アレルギー教室　壬生　2015,9,6

20　吉原重美：ママのミニ学習会「からだ編」～「子どもの病気」知ってて安心！　予防と対
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応～.日光市子育て支援講座（日光市地域子育て支援センター主催 ）　日光　2015,10,7
21　吉原重美：学校での食物アレルギー・アナフィラキシーへの対策.平成27年度学校等にお

けるアレルギー疾患に対する普及啓発講習会（山形県教育委員会）　山形　2015,10,8
22　吉原重美：子どものアレルギーについて～増加している食物アレルギーを中心に～.子育

て支援講演会（日光市今市地区更生保護女性会主催 ）　日光　2015,11,4　
23　吉原重美：アレルギー疾患とその対応を学ぼう.第２回子育て支援講座（草加市・獨協大

学地域と子どもリーガルサービスセンター共催）　草加　2015,11,7　
24　吉原重美：学校における食物アレルギー・アナフィラキシーの現状とその緊急時対応.平

成26年度宇都宮市立城山西小学校食物アレルギー研修会　宇都宮　2015,11,26　
25　吉原重美：学校における食物アレルギー・アナフィラキシーとその緊急時対応.平成26年

度国分寺特別支援学校食物アレルギー研修会　下野　2015,12,3
26　吉原重美：乳幼児アレルギー疾患の基礎知識とその対応について.平成27年度第４回保育

士研修会（日本保育園連絡協議会栃木県支部）　宇都宮　2015,12,17
27　黒澤秀光：がんは予防できる～規則正しい生活をしよう～.佐野市立赤見小学校　学校保

健委員会　佐野　2015,12,24　
28　大和田葉子：学校検尿後保護者説明会.平成27年度宇都宮市学校検尿保護者説明会　宇都

宮　2015,10,22
29　福田啓伸：食物アレルギーとアナフィラキシー～エピペンの使い方から実践練習まで～.

市野沢小学校食物アレルギー研修会　大田原　2015.6,22
30　福田啓伸：食物アレルギーとアナフィラキシー～エピペンの使い方から実践練習まで～.

食物アレルギー対応に関する研修会　那須塩原　2015,6,29
31　福田啓伸：食物アレルギー症状出現時の対応.第4回食物アレルギー教室　壬生　2015,9,6
32　福田啓伸：食物アレルギーとアナフィラキシー～エピペンの使い方から実践練習まで～.

現職教育（食物アレルギー対応）　那須塩原　2015,11,9

 【新聞記事・書評等】
１　有阪治：小児科専門医制度.小児科診療 Up-to-Date，ラジオ NIKKEI 放送内容集 vol.10, 

31-35,2015.
２　有阪治 : 肥満予防に五感総動員.医療ルネッサンスNo.6036，読売新聞（全国版），2015,4,

6，新聞
３　有阪治：小児内分泌の専門医へ.医療ルネッサンスNo.6101，読売新聞（全国版），2015,7,

9，新聞
４　有阪治：生活習慣病講習会−幼小児期から規則正しい食生活を.下野新聞，2015,10,31，

新聞
５　吉原重美：小児の咳嗽診療ガイドライン.小児科診療 Up-to-Date，ラジオ NIKKEI 放送
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内容集 vol.９,30-35,2015.
６　吉原重美：ウイルス感染と小児気管支喘息～RS ウイルス感染を中心に～.公益財団法人 

日本アレルギー協会，研修会講演集，21-28,2015.
７　吉原重美：小児の咳嗽診療ガイドラインのポイント.滋賀小児科医会ニュース，20-29, 

2015.
８　吉原重美：小児のマイコプラズマ.ドクターサロン，59(8),589-592,2015.
９　吉原重美：子どものアレルギー.「Baby＋」，日本産科婦人科学会監修，102,2015.
10　吉原重美：花粉症などアレルギー緩和：期待高まる乳酸菌の力.下野新聞，2015.3,9.
11　吉原重美， 縣裕篤：小児アトピー性皮膚炎に対する第2世代抗ヒスタミン薬の有用性，メ

ディカルトリビューン， １月号，8-9,2015.
12　吉原重美：学童期気管支喘息の治療戦略.教育医事新聞，第366号，2,2015.
13　吉原重美：食物アレルギーの診療の方向性を求めて，第15回食物アレルギー研究会.教育

医事新聞，第366号，3,2015.
14　吉原重美：小児咳嗽.AIR, 14:2-3,2015.

　【テレビ・ラジオ等】
１　吉原重美：小児のマイコプラズマ肺炎.「ドクターサロン」，ラジオ NIKKEI，2015,2,11，

ラジオ
２　吉原重美：キラキラ！第27回「知って安心，子どもの病気予防と対策」.CRT ラジオ放

送，2015,11,1，ラジオ
３　吉原重美：キラキラ！第33回「子どものアレルギーについて（基礎知識編）」.CRT ラジ

オ放送，2015,12,13，ラジオ
４　吉原重美，相良博典：喘息患者に対する感染症対策～成人では？小児では？～アレルギー

疾患と感染症～気管支喘息を中心に～ Abbot Japan，2015,3,13，Web 講演会
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